『みちゃいやよ‥』
登場人物：れいちゃん（20）けいくん（21）大学生

れいちゃんとけいくんは交際１年目。けいくんは周りからうらやましがれるくらいかわいいれいちゃんが彼女だった。けいくんはれいちゃんに嫌われたくないから。けいくんはとっても気のやさしい人だった。れいちゃんが「あれがほしい」「これがたべたい」「ここにいきたい」といえば全て叶えてきた。
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けいくんはアルバイトを３つかけもちし、一生懸命稼いで自分のために使うのではなく、れいちゃんのためにお金をつくってきた。しかし、れいちゃんの要求は増すばかりで、けいくんの３つのバイトのお金だけでは苦しくなってきてしまった。だから、もっと高時給のアルバイトをしようと考えていた。
ある日、彼女とのデートで時間より前に待ち合わせ時間に早く着いてしまったので、インターネットカフェに入り、インターネットをしていた。その時けいくんの頭の中に、あることが思いついてしまった‥
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「私は有名人、長○まさみのマネージャーです。長○まさみの生足を見れる会を○日○時から開催したいと思います。会員費　５００００円と今回の開催費　３００００円をこのｈｔｔｐまで送信し、前払いで口座に金額を振りこんでください。」
けいくんは遊び半分でこんなホームページを掲示板に乗せた。彼女とのデートを楽しみ、またお金がなくなってしまった。
家に帰ってパソコンを開くと自分のアドレスにメールが届いていた。開くと、なんと、インターネットカフェで作ったときのメールへの返送だった。
けいくんは信じられず、銀行にいってみると、ななななななんと、おおおおおかねが踏みこまれていたのです。
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しかも、８０００００円も‥　けいくんはそんな大金に驚き、そんならくしてお金がたまったことに対してうれしく、はまってきてしまった。お金があれば、彼女はもっと自分を好きになってくれる！そんな思いをけいくんの悪さをつくってしまった。ある日のデートでけいくんは彼女に「なんでもかってあげるよ」といつもより余裕の姿があった。しかし彼女はいつもより買ってくれるけいくんに不信感を彼女は抱いていた。れいちゃんはたくさん買ってもらった御礼にけいくんに今日は夕飯をつくってあげようと思い家にいった。けいくんはれいちゃんの突然の訪問におどろいたがとってもうれしそう。れいちゃんがけいくんの大好きなハンバーグをつくっていたところ、パン粉がないことにきずきけいくんに頼みました。
その時、けいくんのパソコンから音がした。れいちゃんはパソコンをあけてしまった‥
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メールを開くと「口座にふりこみました」というメールであった。
れいちゃんはなんだろう？って不思議に思った。その人のメールに返送してみた。
「何のことですか？」

返ってきた返事は、

「何いってるんですか？冗談言わないでくださいよ。長○まさみと合わせてくれるって言ったんでお金を振り込んだんですよ。だましてたんですか？！」
れいちゃんはその時初めてけいくんが人を騙してお金集めをしていることに気がつきました。れいちゃんはそんな汚らしいお金で欲しいものをかってもらったかと思うと気持ち悪くなり、けいくんからかってもらったすべてのものをすて、置手紙を書いて帰ってしまった。一方、何も知らないけいくんは帰宅したが、彼女の姿はなく、置手紙に驚き、なぜ別れを告げられたのかわからず、電話をしても通じず、自宅にいっても、居なく、結局１週間が過ぎてしまった。けいくんはある日、「彼女を探しています」というホームページをつくり、掲示板にのせた。しかしなかなか連絡はなかった。しかし、ある１人の人から連絡がきて、
「私はれいちゃんの友達です。どうしても会いたいっていうならこれ（自分のアドレス）に５０万を振り込んでください。そしたら彼女と会わせます。」
けいくんは何日も何日も彼女を探したけど見つからず、あるときやっと手がかりがみつかったので舞い上がってしまいすぐにお金をため、この口座に振り込んでしまった。するとその相手から「そんなのうそにきまってんだろ、ばか。お金どーも」と返送された。
けいくんは以前、他人をだましてお金をもらっていたことを今度は自分がだまされた立場へとなってしまった‥
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ひとは悪いことをすると自分もされてしまうのだ‥‥　　　
見てはいけないところに一歩足を踏み入れたら‥終りです‥‥　

ＥＮＤ

